
令和５年度学科専攻ガイダンス資料
情報デザイン専攻 新1年⽣

令和5年4⽉3⽇
クラス指導主任（1A磯⼭、1B落合）、教務委員（⼩野、⽥中）



ご⼊学おめでとうございます。
みなさん、ご⼊学おめでとうございます。

情報デザイン専攻の教務委員（学修関係担当教員）です。

⼤学⽣の新学期は、各⾃で授業時間割を計画し、期限までに履修登録
することからはじまります。この資料のほか、⼤学のホームページに
掲載されている資料や配布された案内をすべてよく読み、時間割を作
成し、間違いのないように各⾃でWeb履修登録を⾏ってください。

⼤妻⼥⼦⼤学の学⽣として、これからの４年間の⼤学⽣活が充実した
ものになるようじっくり計画を⽴ててください。

教務委員︓⼩野 茂、⽥中 清
クラス指導主任︓1A 磯⼭ 直也、1B 落合 友四郎
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⼤妻Webメールの設定
（ガイダンス配布資料、UNIPA、『学⽣⽣活の⼿引き』などを参照)

最初に必ず⾏なってください︕
⼤学や専攻からの重要なお知らせは、⼤学でアカウントを発⾏する⼤妻Web
メール（Gmail）に届きます。まずは、みなさんのスマートフォンやパソコン
等で⼤妻Webメールを受け取れるように設定をしてください。

manabaクラスコースからアンケート回答を求める⼀⻫通
知を⾏います
manabaから⼤妻Webメール宛てに送られるメールを受け取ったら、
manabaにログインしてアンケートに回答してください。クラス指導主任がメ
ール受け取り＆アンケート回答を名簿でチェックします。今後の⼤学情報を確
実にみなさんにお伝えする⼿段の確認作業となりますので、必ず回答してくだ
さい。
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学⽣証と封⼊物 ※紛失に気をつけましょう

• 学⽣証（⾮接触型ICカード）
▫ 試験の受験 等で使⽤
▫ 定期券・各種証明・学割 等で必要（在籍確認シールに記⼊、貼付）
▫ 図書館利⽤
▫ 再発⾏に⼿数料3000円が必要です︕

• アカウント通知（「学内システム利⽤アカウント」通知カード）
▫ コタカアカウント（コタカID、コタカPW）︓学内システムで使⽤
▫ ⼤妻Googleアカウント（ID、PW）︓⼤妻Webメール等で使⽤

• 学籍番号
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⼤学では、4⽉の「履修登録」で、まず⾃分が出席する前期・後期
（1年間分）の授業を選んで登録します。そして「授業」に出席し、
「試験やレポートなど」により、「成績評価」が⾏われます。

※⼤学ホームページの新⼊⽣へのお知らせページの動画で履修登録・
授業・試験・成績評価が解説されています。必ず視聴すること︕

⼤学での学修について
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履修登録 授業
試験

レポート
作品

発表など

成績評価

このガイダンス資料では、情報デザイン専攻の学修や履修登録に必要な
情報に的をしぼって説明していきます。

https://www.otsuma.ac.jp/admissions/newstudent/freshman/


授業科⽬（履修ガイド p.8〜9）

授業によって、区分、分類、授業期間がそれぞれ異なります。

科⽬区分
1. 全学共通科⽬（履修ガイド p.45〜48、p127〜131）
2. 専⾨教育科⽬（履修ガイド p.147〜151）
3. 諸課程科⽬（履修ガイド p.167〜205）

科⽬分類
1. 必修科⽬︓必ず単位を修得しなければならない科⽬
2. 選択必修科⽬︓指定された科⽬群の中から、決められた科⽬数及び単位

数を修得しなければならない科⽬
3. 選択科⽬︓⾃由に選択し単位を修得できる科⽬

授業期間
1. 半期科⽬︓前期または後期の半期間（15週）を通して⾏う授業科⽬
2. 通年科⽬︓前期及び後期の１年間（30週）を通して⾏う授業科⽬
3. 集中科⽬︓ある⼀定期間に集中して⾏う授業科⽬
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単位制度と学修時間（履修ガイド p.10〜11）

成績評価により、授業ごとに定められた「単位」を修得できます。
（各学年で修得するべき単位数の⽬安については次のページ）
単位
● 科⽬を修得するために必要な学修量を⽰すものです。
● １単位の科⽬に必要な学修量は45時間とされています。（⽂科省）

計算⽅法
● 90分の授業は2時間相当の学修時間とみなします。
● 例えば、週１回の半期（15週）２単位の講義・演習科⽬は、授業時

間に加え、週４時間の⾃修が必要になります。
授業︓2時間 x 15週 = 30時間
⾃修︓4時間 x 15週 = 60時間 計90時間
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⼗分な学修成果を上げ、単位を取るために前提となっている学修時間
授業時間 ＋ ⾃修時間（⾃主的な予習・復習）



全学共通
⼩計

学部共通 専⾨教育
⼩計 合計

履修
登録
上限必修 選択

必修 選択 必修 選択 必修 選択
必修 選択

1学年 5 12 1 18 10 2 12 0 0 24 42 44

2学年 11 12 9 32 10 4 22 0 14 50 82 48

3学年 11 12 11 34 10 6 30 0 34 80 114 52

4学年 11 12 11 34 10 6 40 0 34 90 124 46
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卒業要件（履修ガイド p.13, p.148〜151）

この表は標準履修単位数（⽬安）を表しています。卒業に必要な合計
単位数は124単位ですが、科⽬区分ごとの必要単位数が決まっていま
す。また、各学年で履修できる単位の上限数が決められています。詳
しくは、履修ガイドで確認してください。



授業（履修ガイド p.21）

授業時間
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※定期試験時間は授業時間と異なるので注意してください。(履修ガイド p.25）

１時限 9:00 – 10:30
２時限 10:40 – 12:10
３時限 13:00 – 14:30
４時限 14:40 – 16:10
５時限 16:20 – 17:50
６時限 18:00 – 19:30

授業形態（各科⽬の授業形態の詳細はシラバスで確認できます。）
• 対⾯授業（キャンパス登校型）

登校して指定時間に指定教室で受講します。
→時間割表の「１〜６時限」に記載

• オンライン授業（オンデマンド型）
配信される動画や資料で受講します。⾃分が都合のよい時間帯に受講できます。
→時間割表の「７〜９時限」に記載

https://unipa.otsuma.ac.jp/up/faces/up/km/Kms00801A.jsp


出席・⽋席（履修ガイド p.22〜23）

• 授業への出席が授業回数の3分の２に満たない場合は、成績評価を
受ける資格がないため、単位を修得できません。
→ E 判定（出席不⾜等）︓試験を受けることができない（履修ガイド p.25）

• 感染症、裁判員制度による⽋席は、所定の⼿続きにより⽋席扱いには
なりません。

• 忌引き、実習・研修などは、授業担当教員の判断にゆだねられます。

• 出席管理の⽅法は授業ごとに異なります。担当教員の指⽰に従って
ください。
• 代返などの不正⾏為（依頼、無許可退室など含む）を⾏った場合は⽋

席扱い、受講停⽌となる場合があります。
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成績評価

成績評価（履修ガイド p.32）

100点満点で採点し60点以上で合格、UNIPAで成績照会できます。

S 100-90点
A 89-80点
B 79-70点
C 69-60点
N 単位認定（修得したものとする）
D 59点以下 不合格
E 出席不⾜等（受験資格なし）
F 試験時⽋席・レポート等未提出

F評価は、やむを得ない事情の場合、⼿続きを経て追試験を受けることができます。
「追試験願」に診断書、忌引届等事由を証明する書類が必要になります。

（履修ガイド p.29〜30）
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合格︓単位付与

次年度再履修可



GPA （履修ガイド p.34〜36）

• GPA
▫ 成績評価（S=4点, A=3点, B=2点, C=1点, 

D,E,F=0点）を集計した平均値
• GPAの⽤途
▫ 上限履修可能単位数が変動

● 前年度のGPAが3.5以上の場合は＋６単位
● 前年度の同GPAが3.0以上の場合は+２単位

▫ ゼミ選択（2年前期までのGPA）の定員選抜
▫ コタカ奨励賞、奨学⾦の選抜、就活（⼤学推薦）
▫ 進学や就職などで使⽤する成績証明書に記載

※GPA低下回避のため、原則必修以外の科⽬は指定期⽇
（前期5⽉・後期9⽉/10⽉）での履修取消が可能
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各ゼミ(定員約10名)
は希望者が定員を

超えるとGPAによる
選抜がある︕



• GPA1.5未満の学⽣にはクラス指導主任より履修指導があります。
必要に応じて保証⼈（保護者）と⾯談を⾏います。

• 前学年GPAが、0.75未満かつ前学年までの合計修得単位数が標準履
修単位の3分の１未満の学⽣に対しては、学科⻑・専攻主任が⾯談、
指導を⾏います。また、本⼈ならびに保証⼈に通知が送られます。
2年連続して指導となった学⽣に対しては、学部⻑により⾯談が⾏わ
れ、成業の⾒込みがないと判断された場合、退学勧告が⾏われる
場合があります。

13

GPAによる履修指導（履修ガイド p.35）

授業を⽋席しがち、修学に⾝が⼊らないなど、
悩みがある場合は、取り返しがつかなくなる前に
クラス指導主任や⼤学の窓⼝に相談しましょう。
あなたと⼀緒に解決⽅法を考えたいと思います。



ゼミ・卒業研究の先修条件
情報デザイン専攻は、3・4年次に各専任教員が開講するゼミを履修し
ます。ゼミ履修には先修条件があるので１年次から気をつけましょう。

必修「社会情報学ゼミナールⅠ･Ⅱ」（3年）の先修条件

2年次終了時までに、全学共通科⽬及び学部共通科⽬・専⾨教育科⽬
で合計が50単位以上必要

必修「社会情報学ゼミナールⅢ･Ⅳ」「卒業研究」（4年）の先修条件

3年次終了時までに、全学共通科⽬及び学部共通科⽬・専⾨教育科⽬
で合計が94単位以上必要
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注意︕

上記の先修条件が満⾜できない場合は留年



オンライン授業
オンライン授業は60単位までが卒業要件に算⼊できる単
位数の上限です。

• ⼤学では⼤学設置基準第32条第5項により、オンライン授業で修得
した単位のうち卒業要件に算⼊できる単位数の上限が 60 単位と
定められています。

• オンライン授業修得単位数は、毎年3 ⽉下旬に教育⽀援グループ
から送付されるメールで確認ができます。また、過去の履修して
いた授業がオンライン授業だったかどうかはmanabaのポートフ
ォリオで時間割を確認することができます。
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履修に関するスケジュール（2023年3⽉7⽇現在）
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① 第1回 履修登録期間 申し込み多数の場合は抽選
履修チェックエラーがある場合は必ず期間内に解消する

4 ⽉ 1 ⽇（⼟） 10︓00 〜 6 ⽇（⽊） 23︓59 
※上記期間において、毎⽇午前１:00〜午前 8:29 までは システムメ
ンテナンスのため、利⽤できません。

4⽉6⽇締め切り
② 第1回 履修登録抽選結果発表

各⾃［学⽣時間割表］を確認
4 ⽉ 11⽇（⽕） 8︓30

③ 第2回 履修登録期間 申し込み多数の場合は抽選
他専攻履修登録開始（〜第3回）
履修チェックエラーがある場合は必ず期間内に解消する

4 ⽉ 12 ⽇（⽔） 8︓30 〜 14 ⽇（⾦）23︓59 
※上記期間において、毎⽇午前１:00〜午前 8:29 までは システムメ
ンテナンスのため、利⽤できません

4⽉14⽇締め切り
④ 第2回 履修登録抽選結果発表

各⾃［学⽣時間割表］を確認
4 ⽉ 19 ⽇（⽔） 8︓30

⑤ 第3回 履修登録期間
履修チェックエラーがある場合は必ず期間内に解消する

4 ⽉ 19 ⽇（⽔） 8︓30 〜 20 ⽇（⽊）23︓59 
※上記期間において、毎⽇午前１:00〜午前 8:29 までは システムメ
ンテナンスのため、利⽤できません。

⑥ 第3回 履修登録抽選結果発表
各⾃［学⽣時間割表］を確認

4 ⽉ 24 ⽇（⽉）8︓30

前期授業開始
4 ⽉ 12 ⽇ (⽔)
※抽選等でまだ履修科⽬が確定していない場合でも、履修登録予定の
授業には出席してください。

※スケジュールは『履修登録の⼿引き』等と合わせて確認してください。



履修登録について
• 時間割作成の必要書類︓⼊⼿場所の違いに注意

17

資料名 ⼊⼿場所 内容
履修登録の⼿引き UNIPA学内リンク集 履修登録の注意事項やUNIPA操作

⽅法
令和５年度シラバス UNIPA 各科⽬の授業計画・成績評価⽅法

⾃分の⼊学年度の
履修ガイド

⼤学ホームページ 履修に関する情報がまとめられて
いる

時間割表 ⼤学ホームページ 受講可能な授業を⼀覧で確認でき
る。変更点はUNIPA学内リンク集
から確認できる

クラス別ガイダンス
資料（本資料）

専攻ホームページ
「ガイダンス」

必修のクラス分けや再履修の注意
など専攻に特化した注意事項

履修計画シート 専攻ホームページ
「ガイダンス」

登録済みの必修科⽬を確認しつつ、
時間割表が作成できる下書き

（アンダーライン部をクリックするとWebページが開きます）

https://unipa.otsuma.ac.jp/
https://www.otsuma.ac.jp/campuslife/class/course/subjectguide/
https://www.otsuma.ac.jp/campuslife/class/course/timetable/
https://www.sis.otsuma.ac.jp/i-design/
https://www.sis.otsuma.ac.jp/i-design/


諸課程（１）
• 教職課程（履修ガイド p.168〜170, p.194〜199）
▫ 取得できるのは⾼等学校教諭１種免許状「情報」 (「理科」)

● 「理科」取得には、2年次以降に環境専攻の関連専⾨選択科⽬を規定単位
分、修得する必要がある

▫ 図書館司書課程・博物館学芸員課程との同時履修は認められない
▫ 図書館司書教諭課程との同時履修は可能
▫ 全学共通科⽬及び学部共通科⽬として、次の科⽬の単位を修得する

（履修上限に算⼊される）
● 「⽇本国憲法」
● 「スポーツA〜D」、「シーズン・スポーツ」から2科⽬

▫ 「教職⼊⾨」も必要だが、履修ガイダンス終了後登録し後期に履修する
（教職課程科⽬のため履修上限に算⼊されない）。時間割は空けておく。

教職課程履修ガイダンスへ出席する必要があります。
⽇程︓ 2023年4⽉8⽇（⼟）13:00〜 本館E棟０５５教室
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諸課程（２）

• 図書館学課程（履修ガイド p.199〜202）
▫ 司書

● 図書館司書課程科⽬の単位が必要
▫ 司書教諭

● 教職課程の受講が前提
● 併せて図書館司書教諭課程双⽅の科⽬の単位が必要

▫ ガイダンスに出席してください。1年次の11⽉頃に実施予定

• 博物館学課程（履修ガイド p.203〜204）
● 教職課程との同時履修は認められていない

▫ ガイダンスに必ず出席してください。1年次の11⽉頃に実施予定

※ 図書館学課程と博物館学課程の同時履修は可能
※ 諸課程の単位は履修上限単位数に含まれない

19

いずれか⽚⽅のみ選択可能



諸課程（３）
• レクリエーション・インストラクター（履修ガイド p.205）
▫ 授業科⽬の履修以外に、現場実習が必要

● 教職課程を履修している場合は、教育実習等が認められる
● 教職課程を履修していない場合は、現場実習できる場所・施設

等で単位を取得が可能
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単位認定について（履修ガイド p.37〜39）

ITパスポート試験 と基本情報技術者試験（履修ガイド p.38)
• 上記試験に合格したものは、本⼈の申請により、指定されている

認定対象科⽬の単位に振り替えることができる（ITパスポートは
２単位、基本情報技術者試験は６単位、卒業要件の単位に含まれ
る）

• 振り替えの申請は指定された期間に教育⽀援グループへ⾏う必要
があり、また既履修科⽬及び再履修科⽬への振り替えはできない
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まず挑戦してほしい国家試験︕ より⾼度︕⽬指せプロフェッショナル︕



他専攻、他キャンパス、他⼤学履修

• 他専攻履修（履修ガイド p.149）

社会情報学部の他専攻（⽣活専攻、環境専攻）の専⾨科⽬を履修可能
です。10単位までを専⾨教育科⽬（選択）の卒業要件単位とするこ
とができます。ただし、2年次から履修可能です。

• 他キャンパス履修（履修ガイド p.47）

空きがあれば、多摩キャンパスで開講の全学共通科⽬を履修可能です。
ただし、後期開講科⽬のみ、履修登録は後期履修登録時に⾏います。

• 他⼤学履修（単位互換制度）（履修ガイド p.47）

本学と単位互換協定を締結している⼤学等の科⽬を履修できます。
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京都⼥⼦⼤学との単位互換（国内留学）
• 他⼤学との単位互換協定（履修ガイド p.37）によって、2019年度

からはじまり、毎年、社会情報学部から若⼲名参加しています。
• 前期・後期単位での受け⼊れが認められており、取得した単位は本

学の科⽬への読み替えにより卒業要件単位数に含められます。
• 詳細は教育⽀援グループに問い合わせてください。
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履修計画 〜⾃分の時間割をつくろう〜

配布された『履修計画シート』の作成

『令和５年度授業時間割』 とUNIVERSAL PASSPORT（UNIPA）
から閲覧できる各授業の詳細が書かれたシラバス(Web)を参考に、
どの科⽬を履修するか検討し、履修計画シートに記⼊してみましょう。

●必修科⽬については記⼊済（同名科⽬が複数開講されている場合は、
⾃分がどこのクラスを受講するのかよく確認すること）

● 履修計画は前期・後期の１年間分を⽴てること（後期の授業も4⽉に
履修登録します）

● ただし、後期追加履修登録の前に後期履修取消ができます。4 ⽉に登
録した後期科⽬を取り消し、別の科⽬を追加することができるように
なります。 ただし、追加希望科⽬が抽選に落ちてしまうリスクもあり
ます。⼀度取り消した科⽬を元に戻すことはできません。
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Web履修登録の注意事項
• 実際の登録⽅法は『履修登録の⼿引き』を参照

• オンデマンド授業であっても同時限の科⽬を重複して履修すること
はできません。
例えば、時間割表の７時限にある科⽬を重複して登録することはできません。７時
限と８時限のように違う時限に設定されている科⽬なら履修登録できます。

• Web登録画⾯のシミュレーションで登録単位数を確認すること
（履修ガイド p.17〜18）
▫ 欄外科⽬の⼊⼒を忘れずに
▫ 1年間の履修登録単位数の上限を超えないように

（履修ガイド p.148）
▫ すべてのエラーを解消してから履修登録を終えてください。

• ２年⽣以降は配当年次外（下の学年）の履修登録がWebから可能
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英語登録・クラス分けテスト
• 英語は能⼒別により授業を⾏います。

クラス分けプレイスメントテストは3⽉に終了しています。

• 科⽬登録は⾃分でしなくて構いません。
あらかじめ仮登録されており、後で⾃動的に変更されます。

• Web履修登録時にUNIPAで確認してください。
⾃分の教室番号とレベル(I、II)、担当教員
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キャリア・ディベロップメント・
プログラム
• 全学共通科⽬「キャリア・ディベロップメント・プロ

グラム」を受講するためには、履修説明会（ガイダン
ス）への出席が必要です。

• 詳細はUNIPAのお知らせ、もしくは「新⼊⽣案内」を
確認してください。
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情報デザイン専攻履修相談
情報デザイン専攻の教務委員（⼩野、⽥中）が以下の⽇程で履修相談
にのります。必要に応じて参加してください。
事前にある程度の計画を⽴ててから、聞きたいことをまとめてきてく
ださい。

• ⽇時︓4⽉4⽇（⽕）13:00〜14:00
▫ この⽇の午前中に新⼊⽣オリエンテーションがあります。

• 場所︓G423・G425
• 持ち物︓
▫ 履修登録の⼿引き・履修ガイド・時間割

（またはこれらが閲覧可能なPC）
▫ 履修計画シート
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履修に関する相談窓⼝・担当教員
• 学部・専攻（社会情報学部・情報デザイン専攻）
• 学部共同研究室 Ｈ棟4階Ｈ416（⻄川助⼿、栗林助⼿）
• 教務委員（⼩野 茂、⽥中 清）
• クラス指導主任（１A 磯⼭ 直也、１B 落合 友四郎）

• 履修全般・UNIPA操作⽅法
• 教育⽀援グループ 本館 E 棟１階

• 諸課程・資格取得
• 資格⽀援グループ 本館 E 棟１階
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履修に関する問い合わせ（メール）
問い合わせる前に「履修登録の⼿引き」を確認すること
電話対応はできません。
時間に余裕をもって問い合わせること

• 社会情報学部・情報デザイン専攻への問い合わせ
▫ 学部共同研究室︓shajo-st@ml.otsuma.ac.jp

● メール本⽂に専攻・学年・クラス・学籍番号・⽒名を必ず記⼊
すること

• 教育⽀援グループへの問い合わせ
▫ register@ml.otsuma.ac.jp

● メールの件名は学籍番号+⽒名とすること
• 資格取得（教職・諸課程）に関する問い合わせ
▫ 資格⽀援グループ︓c.shikaku@ml.otsuma.ac.jp
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教科書販売
前期の教科書販売は「新⼊⽣案内」にある『教科書販売の
ご案内』を熟読し、必ず期間内に購⼊してください。

前期教科書の WEB サイト注⽂受付期間︓
4 ⽉ 6 ⽇（⽊）〜 4 ⽉ 22 ⽇（⼟）
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新⼊⽣意識調査
• manabaで実施
• スマホでも回答可能

※UNIPAでのお知らせをよく確認してください。
実施期間︓４⽉３⽇（⽉） 〜 ４⽉１７⽇（⽉）23:59
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paizaラーニング
情報デザイン専攻では、paizaラーニング運営事務局のpaizaラーニング有料
講座無料クーポン（以下、学校フリーパス）を取得しています。
Java、Python、C⾔語、Rubyなど主要開発⾔語の有料講座が無料で受講し放
題になりますので、活⽤してください。

• paizaラーニング︓https://paiza.jp
• 学校フリーパス・クーポンコード︓182b8a35

★学⽣向けクーポン登録⼿順
1. （＊）paizaトップ（https://paiza.jp/）へとアクセス
2. （＊）画⾯右上にある「新規登録」クリック
3. （＊）「paizaラーニング」をクリック
4. （＊）必要な情報を⼊⼒（⼤妻メールアドレスを使⽤すること）
5. （＊）アクティベーションメールが届くのでリンクをクリックし本登録を完了
6. 未ログインの場合はログイン
7. 画⾯上部の右端にある「ユーザー」をクリックし、「設定」の「クーポンコード⼊⼒」を選択
8. 上記のクーポンコードを⼊⼒し適⽤
9. 正常に登録できた場合、paizaラーニングマイページ（https://paiza.jp/works/mypage）中央部にある「設定中の

特典」に「学校フリーパス（⼤妻⼥⼦⼤学）」が表⽰されるので、確認
（＊）について、既にpaizaに登録済みの場合は必要ありません。
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クラス委員決め

クラスから下記の委員を決めます。クラス指導主任の指⽰
に従ってください。

• 総務委員２名 クラス指導主任、事務室との連絡
• 会計委員２名 クラスの会計、総務委員補助
• 厚⽣委員２名 校内美化、保健衛⽣、総務委員補助
• 学会委員２名 学部の学会準備、学会報編集
• 選挙管理委員２名 学友会における選挙管理
• 学友会委員２名 学友会の運営
• ⽂化祭委員２名 ⽂化祭のクラスとりまとめ、実⾏委員補助
• 体育祭委員２名 スポーツフェスティバルのクラスとりまとめ
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⼤学からの連絡

• 事務窓⼝（本館）（履修ガイド p.250）
教務関連︓教育⽀援グループ 本館Ｅ棟１階
学部関連︓共同研究室 H棟４階
※事務窓⼝の詳細は『学⽣⽣活の⼿引き』に掲載されています。

• ⼤学からのお知らせ
▫ 学⽣メール（休講情報、個別呼び出し、履修結果など⼀部の情報）
▫ UNIPA（⼤学からの様々な情報）
▫ manaba（専攻や各授業のお知らせ）
▫ 電話（緊急連絡、⼤学事務、クラス指導主任からなど）
▫ 掲⽰板（⼤学からの様々な情報）

登校した際は、下記の掲⽰板の２箇所を確認してください。
Ｂ棟１階の掲⽰板
Ｈ棟４階の共同研究室横の掲⽰板
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教員への連絡（履修ガイド p.21）

• シラバスの各科⽬に記載されている「質問等の受付」
を確認してください。

• メールでの連絡やオフィスアワー（予約なしで⾯談で
きる制度）の利⽤など科⽬ごとに連絡⽅法があります。

• 訪問先
▫ 専任の先⽣︓個⼈研究室（オフィスアワーがありま

す。）
▫ ⾮常勤の先⽣︓講師室（A棟3階）

• 授業の質問以外で連絡を取りたいときは、教育⽀援グ
ループ（本館Ｅ棟１階）に相談してください。（学⽣⽣
活の⼿引き p.21）
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